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 ●使用前に必ずこの取扱説明書をご熟読してしてから、正しい使用方法でご使用下さい。 

 ●この製品は、屋外仕様です。必ず、屋外で風通しの良い場所でご使用して下さい。 

 ●この製品は、バラスト道床の突き固め以外、ご使用しないでください。 

 ●この取扱説明書は常時内容が確認できるようお取り計らいください。 

 ●タイタンパは、日本産業規格が存在せず、不明瞭なため、一般的な保証はありません。 

 ●この製品を輸出する場合には、必ずメーカーへご相談ください。 

 ●免責事項：本機を使用した場合に発生したアクシデントの補償はございません。 
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表 示 表示の内容 

危 険 
【危険】は、死亡または重症を負う可能性のある切迫

した危険な状況を示す表示です。 

    注 意 
【注意】は、軽傷または中程度の障害を負う可能性の

ある危険な状況を示す表示です。 

はじめに、 
 

☆このたびは、RAILMANの国産軽量エンジンタンパーをお買い求め頂き、誠にありがとう 

 ございます。 

 

●この取扱説明書は、本機を安全に正しく使用して頂くために作成しています。本機の取 

扱いを誤りますと、事故や故障の原因となりますので、ご使用前には必ずこの取扱説明 

書をお読みください。 

 

●本機の取扱いはこの取扱説明書の内容を理解し、安全な取扱いができる人が行ってく 

ださい。また、安全作業上で影響がでるような病気・薬服用・体調不良の時は、本機の使 

用を控えてください。 

 

●本機を使用した作業や本機の取扱いにおいては、関連する法律（労働安全衛生法、消

防法、騒音規則等）および、その法律に基づく規則を遵守してください。 

 

●本機を貸し出すときは、必ず取扱説明書を添付し、よく読んでから使用するよう、指導し 

てください。この取扱説明書は、いつでもご覧いただけるよう、所定の場所に保管してくだ 

さい。紛失・汚損・破損したときは、お買い求めの販売店にご注文ください。ご不明な点、お 

気づきの点がありましたら、お求めの販売店にご相談ください。また、本機についてのお問 

い合わせ時は、モデル名と製造番号をお知らせください。本機を破棄されるときは、産業 

廃棄物として関連法規に基づいた処理を行ってください。処理にお困りの場合は、販売店 

にご相談ください。 
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1.安全上の注意 

 

危険：排気ガス中毒 

●エンジンの排気ガス中には、人体に有害な成分が含まれていますので、室内・トンネル

などの換気の悪い場所では、運転しないでください。 

 

 

 

危険：発火 

●なんらかの原因で、発火が起きた場合、消火器で消火してください。 

●燃料がこぼれた場合、すぐに拭き取ってください。 

●燃料の補給・点検・整備を行うときは、必ずエンジンを停止してください。 

 

 

 

注意：排気ガス中毒 

  ●排気を通行人や作業員などに向けないでください。 

 

 

注意：雨天時の注意・感電・トラック積載 

  ●本機は豪雨や雨中下での連続使用は行わないで下さい。 

  ●高圧な水をかけると、故障の原因となります。高圧洗浄機は使用しないで下さい。 

  ●雨や水が本体にかかった場合は、速やかに雨水や水を拭き取って下さい。 

  ●運転中は、スパークプラグ・プラグキャップ・高圧線には触れないで下さい。 

   スパークプラグは保護されておりますが、保護ゴムの点検を行っていない場合、 

   ゴムの劣化により、感電する場合があります。 

  ●本体は、防水仕様ではございません。水中や水溜りに沈めて使用はできません。 

  ●本体をトラック荷台に積載する場合、防雨シートを被ぶし積載下さい。防雨シート 

   をしないで運転した場合、高圧な雨水が本体に浸入し故障の原因となります。 
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注意：火災 

●本機は、燃料としてガソリンを使用しています。燃料の点検や給油・抜き 

 取り、燃料ストレーナーの清掃など、燃料を扱うときは必ずエンジンを停止 

 し、絶対に火気を近かづけないでください。また、エンジンが冷えてから行 

ってください。 

●燃料をこぼしたときは、必ず拭き取ってください。 

また、燃料もれがある場合は、絶対に使用せず、必ず修理してください。 

●マフラーや排気ガスなどは高温となるため、引火性のある物（燃料・ガス 

 塗料など）や燃えやすい物は、本機に近づけないでください。 

●本機は、壁などの障害物から1m以上離し水平な場所で運転して下さい。 

●保管用カバーをかけるときは、本機が冷えてから行ってください。 

 

 

 

注意：やけど 

●運転中や停止直後は、エンジンやマフラーが高温になっていますので、 

 絶対に触れないでください。 

●エンジンオイルの点検・交換を行うときは、必ずエンジンを停止し、エンジ 

ンが冷えてから行ってください。運転中は、オイルゲージを開けると、高温 

のオイルが吹き出します。 

 

 

 

注意：保管、その他のけが 

●本機は、水平で安定した場所に保管してください。 

●エンジンを始動するときは、必ず周囲が安全であるか、ご確認ください。 

 異音が発生した場合は、すぐにエンジンを停止させてください。 

●エンジン部、他、棒・針金・ひもなどを入れないでください。 

●回転部に巻き込まれる恐れがありますので、長い髪は束ね、スカーフや 

アクセサリーは身に着けないでください。 

●運転中は、故意に落下等させないよう、ご注意ください。 
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注意：警告ラベル貼付位置 

警告ラベルがみえにくくなったり破損したときは、新しいラベルを指定場所に 

貼り換えてください。 

 

① 排気ガス中毒  

② イヤーマフ着用 

③ やけど      

④ ガソリン、オイル点検 

等々 

 

 

 

 

 

2.仕 様 

型式 RT7                          

能力 20～30 秒／1 枕木 

駆動 HONDA GX35 シリーズ  

無負荷時エンジン回転数 9,300rpm 以上 (始動後 5 分以内）  

排気量 35.8cm3                                 

燃料タンク 0.63L 

始動方法 リコイルスターター                 

燃料 自動車用無鉛ガソリン 

3 軸合成値 5.8m/s2 

乾燥重量 18.6kg 

周囲温度 -40℃～40℃                          

原産国 日本（群馬県） 
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3.付属品 
 

●HONDA GX35エンジン取扱説明書 

●QRコードステッカー本体貼り付け（Web版 取扱説明書） 

●タコアワーメーター（三笠産業株式会社製） 

  ※タコアワーメーターは、ご使用開始から3年程度で内蔵電池が切れます。電池交換はできない仕様 

   となっておりますので、ご使用から3年を目途に消耗品として交換してください。 

4.用 途 

 

●バラスト道床において、砕石の突き固め 

 

 

5.主要部の名称 
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アクセル 

エンジン 

振動筒 

ハンドル 

防振ゴム 

振動体先端 
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6.タンピング作業 

 

①枕木から200mm程度離れたバラストに本体を概ね10度～20度傾けて、5秒～10秒程度 

先端筒を突き刺します。（図A） 

 

②突き刺した状態で、先端筒が入らなくなったら、抜き上げ、もう1度①の作業を繰り返し 

ます。（図B） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図A 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図B 

 

 

★コネ繰り回すように使用した場合、急激に先端が摩耗します。 

コネ繰り回さないように、突き固め作業を行って下さい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.点検項目 

●定期点検整備項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※上記の定期点検整備項目は、本体製造元の株式会社石田製作所からの点検整備のお願いです。 

  エンジンメーカー本田技研工業株式会社様との定期点検整備項目とは異なります。ご注意下さい。 

※2 燃料フィルターは、20時間毎に交換してください。 

紙製タイプのエアークリーナは本田技研工業株式会社製の純正品と交換して下さい。 

（1）ほこりの多いバラスト上では、エアークリーナーの清掃は、10時間運転毎または、 

1日1回行ってください。 

（2）燃料タンクフィルターもバラスト上では粉塵が多い為、タンク内に砂ぼこりが 

入りやすく、10～20時間運転毎を目安に交換を行って下さい。 

（3）これらの項目は、適切な工具と整備技術を必要としますので、お買い上げ販売店へ 

お申し付けください。 

(4)点検時期は、表示の期間毎または時間運転毎のどちらか早い方で実施してください。 

(5)表示時間を経過後、すみやかに実施してください。 

(6)ベルトに亀裂、異常摩耗が入っていない事を確認し、異常がある場合は 

交換してください。 

(7)オイル量は、10時間毎に油量をチェックし、確認して下さい。 
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8.点検・整備の仕方 
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9.オイル交換の仕方 

●オイル交換は、新品の状態からお使い頂いて、10時間後に必ず交換してください。 

●その後、25時間毎にオイル交換を必ず実施してください。10時間毎に油量をチェックしてください。 

●ご使用毎に、ご使用する前にオイルゲージにて、オイル量を必ずチェックしてください。 

 規定オイル量0.1ℓ以下でご使用した場合、エンジン焼き付き等の故障の原因となります。 
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10.エアークリーナーの清掃方法 
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 エアーフィルターは、10 時間毎に清掃または交換して下さい。 

 

11.ろ過部の清掃 
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12.点火プラグの点検・調整・整備 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13. 冷却ファンの清掃 
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14.燃料フィルター、タンクの清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 燃料フィルターは、20時間毎に清掃または交換して下さい。 
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15.エンジンのかかりにくい場合 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図① アクセルレバーA 仕様の場合 

 

 

 

 

 

-15-          図② アクセルレバーB 仕様の場合 

16.長期保管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17.エンジンのかけ方 

 

① 燃料（ガソリン）を入れます。 

② ポンピングを2～3回行います。 

③アクセルレバーを図①または図②の状態にします。 

④リコイルレバーをエンジンがかかるまで引きます。                 

⑤暖気運転を40秒～60秒程度行ってください。 
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18.エンジンの止め方 

アクセルレバーをアイドリンング状態の位置に戻し、赤いボタンを押す（図③）。または、赤

いスライドストップをエンジンが止まるまで、押し上げてください（図④）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図③ アクセルレバーA仕様の場合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図④ アクセルレバーB仕様の場合 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【消耗部品の交換時期】 

消耗部品 索引番号（部品）※2 視覚・聴覚による交換時期の判断 交換時期（目安） 

ｴﾝｼﾞﾝ 55 始動時、連続運転時の具合で判

断 

取説（点検交換）を参照 

先端 4, 31, 32, 50, 37 摩耗具合で判断 350mm 以下で交換 ※

4 

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 21 6303ZZ C3 5K 運転時の音で判断または、回転数

が異常に低いとき。 

概ね 80 時間程度 

但し、※1 を参照 22 6304ZZ C3 5K 

防振部 10 防振ｺﾞﾑ(上) ｺﾞﾑ表面上の亀裂(損傷)で判断 

ｺﾞﾑ上下の取付部剥がれで判断 

 

 

発見次第 

 18 防振ゴム(下) 

ｼﾞｮｲﾝﾄ部 

（ｼﾞｮｲﾝﾄｺﾞﾑ) 

14, 45, 46, 47 ｴﾝｼﾞﾝ回転と先端の振動具合で 

判断 

ﾊﾝﾄﾞﾙ部 9, 16 17 衝撃による損傷、変形具合で判断 

ﾀｺ・ｱﾜｰﾒｰﾀｰ 23 外観の損傷、購入時からの年数 3 年程度  

振動体ﾒｲﾝﾊﾟｲﾌﾟ 1 
ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ異音・ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ寿命により

主軸が回転しない時、 

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ寿命に伴う 

修理を行う際、 

※1 誤って雨天時に使用や、周囲温度 40℃以上でご使用した場合、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ寿命が上記の交換目安より著しく低下致します。 

※2 索引番号は、2023 年 11 月発行、Ver2 の部品番号を引用。（カタログ更新毎に番号は変更致します。） 

※3 エンジンのメンテナンス状況によって、大きく変化致します。（200 時間を保証するものではございません。） 

※4 道床砕石の状況、作業員のコネ繰り回す癖等によって、摩耗具合は大きく変化致します。 

 

19.消耗品リスト・交換時期 

●高寿命振動体先端は、下記左手端より350mm以下になったら交換してください。 
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鉄道保線機器のパイオニア 

ご用命がございましたら、お気軽にご相談ください。 

 

 

 

総発売元 

 

 

 

 

株式会社石

田製作所 

■■ 

■■■■■  

本社 〒376-0013 群馬県桐生市広沢町1-2588  

■ TEL 0277-54-1711（代表） 

  FAX0277-54-1716 

   JR 043-6170 

営業時間 8：00～17：00 

定休日  土日／祝祭日／年末年始 

ご相談・アフターサービス・修理担当窓口 本社 営業課 

 

代理店 

札幌・仙台・新潟・水戸・埼玉・東京・金沢・静岡・名古屋・大阪・岡山・ 

米子・北九州・福岡・大分 
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